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３-５ 銀行勘定調整 

➊ 銀行勘定調整 

決算にあたり、企業は銀行に対して預金残高証明書の発行を依頼し、企業の当座預金勘定残

高と照合することにより両者の一致を確認する。しかし、両者の金額は様々な原因により一時

的に不一致となっていることがあるため、その場合には銀行勘定調整表を作成し、必要に応じ

て当座預金勘定の修正処理を行う。これを「銀行勘定調整」という。 

➋ 不一致原因 

不一致原因には様々なものがあるが、代表的なものは、次に示すとおりである。 

  １ 銀行側の原因（当社では適正に処理済み  仕訳不要） 

不一致原因 内      容 当社側 銀行側 
銀行勘定調整表に 

おける加算・減算 

時 間 外 預 入 

（締後入金） 

当社は銀行に現金を預け入れたが、銀

行では閉店後であったため、翌日に入

金処理を行った。 

入 金 未入金 銀行側・加算 

未取 立 小切 手 

当社は銀行に対して小切手の取立依頼

をして入金処理を行ったが、銀行では

取立が完了していない。 

入 金 未入金 銀行側・加算 

未取 付 小切 手 

当社は小切手を振り出して支払先に交

付したが、銀行には未呈示のままとな

っている。 

出 金 未出金 銀行側・減算 

   

  ２ 当社側の原因  決算整理仕訳 
 

不一致原因 内      容 当社側 銀行側 
銀行勘定調整表に 

おける加算・減算 

未 渡 小 切 手 

当社では小切手を振り出して出金処理

を行ったが、支払先には未渡のままと

なっている。 

出 金 未出金 当社側・加算 

振 込 未 記 帳 

銀行に当座振込がされたが、当社では

その通知を受けていないため入金処理

を行っていない。 

未入金 入 金 当社側・加算 

引 落 未 記 帳 

銀行で当座引落がされたが、当社では

その通知を受けていないため出金処理

を行っていない。 

未出金 出 金 当社側・減算 

誤  記  帳 
当社で取引金額等を誤って入金処理

または出金処理した。 

入出金 

(誤謬) 

入出金 

(適正) 

当社側・加算 

または 

当社側・減算 



  

 

 

 

 

現金・預金

－43－ CopyrightⒸ TAC Co.,Ltd. All Rights Reserved.



➌ 銀行勘定調整表 

銀行勘定調整表では、当社側と銀行側のそれぞれについて不一致原因を確認するとともに、

適正な当座預金勘定残高を算定する。 

 

銀 行 勘 定 調 整 表 

当座預金勘定残高 ××× 銀 行 証 明 書 残 高 ××× 

（加算）  
未 渡 小 切 手  ×× 

（加算）  
時 間 外 預 入  ×× 

振 込 未 記 帳  ×× 未取立小切手 ×× 

（減算）  引 落 未 記 帳  ×× （減算）  未取付小切手 ×× 

修 正 後 残 高  ××× 修 正 後 残 高  ××× 

   

適正金額で一致        

➍ 会計処理 

銀行勘定調整表により不一致原因が判明した場合、当社側の修正事項について修正処理を行

い、当座預金勘定残高を適正な金額に修正する。 

(1) 加算修正 

(借) 当 座 預 金  ××× (貸) ○ ○ ○  ××× 

 

(2) 減算修正 

(借) ○ ○ ○  ××× (貸) 当 座 預 金  ××× 
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   設 例 

決算日（当期は４月１日から３月31日までである。）における当社の当座預金勘定残高は

10,000,000円であるが、銀行の証明書残高は9,920,000円であった。不一致原因を調査したとこ

ろ、次の(1)～(7)の事実が明らかとなった。 

   

                 決算整理前試算表          （単位：円） 

 当 座 預 金 10,000,000     

   

(1) ３月31日に現金100,000円を預け入れたが、銀行の閉店後であったため、銀行では翌日の

入金として処理されていた。 

(2) 得意先より受け取った同社振出の小切手150,000円について、当社では取立依頼をして入

金処理を行ったが、銀行では取立が完了していなかった。 

(3) 営業費200,000円の支払いとして振り出した小切手が、銀行では未取付であった。 

(4) 買掛金300,000円と広告宣伝費400,000円の支払いとして振り出した小切手が、未渡であ

った。 

(5) 得意先に対する売掛金500,000円が当座預金へ入金されていたが、この通知が当社に未達

であった。 

(6) 仕入先に対して振り出した約束手形600,000円が当座預金から引き落とされていたが、こ

の通知が当社に未達であった。 

(7) 営業費700,000円を小切手を振り出して支払ったが、当社ではこの取引を70,000円の支払

いとして帳簿記帳していたことが判明した。 
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解 説（単位：円） 

 
１ 時間外預入  仕訳不要（銀行側加算） 

２ 未取立小切手  仕訳不要（銀行側加算） 

３ 未取付小切手  仕訳不要（銀行側減算） 

４ 未渡小切手 

 当 座 預 金  700,000 買 掛 金  300,000 

    未 払 金 ※ 400,000 

※ 費用の支払いに係る未渡小切手については、未払金勘定で処理を行う。これは、費用は既

に発生しているため取り消すことはできず、単に支払うべき代金が期末現在未払いになって

いるからである。 

５ 振込未記帳 

 当 座 預 金  500,000 売 掛 金  500,000 

   

６ 引落未記帳 

 支 払 手 形  600,000 当 座 預 金  600,000 

   

７ 誤記帳 

 営 業 費  630,000 当 座 預 金 ※ 630,000 

※ 700,000－70,000＝630,000 

   

８ 銀行勘定調整表 

当座預金勘定の残高  10,000,000 銀行の証明書残高   9,920,000 

４ 未渡小切手    ＋700,000 １ 時間外預入    ＋100,000 

５ 振込未記帳    ＋500,000 ２ 未取立小切手   ＋150,000 

６ 引落未記帳    △600,000 ３ 未取付小切手   △200,000 

７ 誤記帳      △630,000  

修正後の残高    9,970,000 修正後の残高    9,970,000 

 

９  

                 決算整理後試算表 

 当 座 預 金 9,970,000     

   

 

 

 

トレーニング 問題15～18 
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＜メ  モ＞ 
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   テーマ４ 手形 簿記一巡

重要度 ★★★ 

 

手形とは、一定の金額を一定の期日において支払うことを目的とする証券であり、商品

売買等の代金決済手段や通常の債権・債務の決済手段として広く一般に用いられる。 

手形を作成するにあたっては、必ず支払期日が定められ、もし期日に支払いが行われな

ければ「銀行取引停止」という厳しい措置が待っている。この意味で、手形に基づく債権 

・債務は、通常の債権・債務より代金を回収する権利や支払う義務が強固であるといえる。 

このテーマの学習内容 

テーマ№ 学   習   内   容 基礎マスター 速  修 

４－１ 手形 №１第３回 №１第３回 

４－２ 裏書譲渡・割引 №１第３回 №１第３回 

４－３ 小切手の取立と手形の取立 №１第３回 №１第３回 

（注）本テキストでは、日商簿記３級で学習済みの内容には「◎」を、一部学習済みの内

容には「〇」を付している。 
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４-１ 手形 

➊ 約束手形(◎） 

約束手形とは、手形の振出人（手形作成人及び支払人）が名宛人（受取人）に対して、一

定の期日に一定の金額を支払うことを約束する証券である。 

振出人 
手形作成者 

(借) ○ ○ ○ ××× (貸) 支 払 手 形 ××× 
手形債務者 

名宛人 手形債権者 (借) 受 取 手 形 ××× (貸) ○ ○ ○ ××× 

 

➋ 為替手形 

為替手形とは、振出人（手形作成人）が名宛人（支払人）に対して、一定の期日に一定の

金額を指図人（受取人）へ支払うことを委託する証券である。 

振出人は、名宛人に対して為替手形を呈示し、名宛人の引受けを得て指図人へ交付する。

為替手形の振出により、名宛人には手形債務が生じ、指図人には手形債権が生ずるが、手形

債務は支払手形勘定で、手形債権は受取手形勘定で処理を行う。 

なお、振出人については、名宛人に対する債権と指図人に対する債務が消滅するだけで、

手形上の債権・債務は一切生じない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

振出人 手形作成者 (借) 〇 〇 〇 ××× (貸) 〇 〇 〇 ××× 

名宛人 手形債務者 (借) 〇 〇 〇 ××× (貸) 支 払 手 形 ××× 

指図人 手形債権者 (借) 受 取 手 形 ××× (貸) 〇 〇 〇 ××× 

 

振 出 人 

(債権・債務消滅) 

指 図 人 

（受取手形） 

名 宛 人 

（支払手形） 

(3)交付 (1)呈示 

(2)引受 
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呈示 

引受 

交付 

決済 

設 例 

１ 約束手形 

(1) Ａ社は、Ｂ社へ商品100千円を販売し、代金はＢ社振出の約束手形で回収した。 

(2) Ａ社は、上記(1)の手形代金が当座預金に入金された旨の通知を取引銀行から受けた。 

２ 為替手形 

(1) Ｃ社は、Ｅ社に対する買掛金200千円を支払うため、得意先Ｄ社宛の為替手形を振り出し、 

Ｄ社の引受を得てＥ社に交付した。 

(2) Ｃ社は、Ｅ社に交付した為替手形が無事決済された旨の連絡を取引銀行から受けた。 

   

解 説（単位：千円） 

１ 約束手形 

 Ａ社（名宛人） Ｂ社（振出人） 

(1) 受取手形 100 売 上 100 仕 入 100 支払手形 100 

(2) 当座預金 100 受取手形 100 支払手形 100 当座預金 100 

   

２ 為替手形 

 (1)  

 Ｃ社（振出人）  

    買 掛 金 200 売 掛 金 200     

 

Ｅ社（指図人）  Ｄ社（名宛人） 

受取手形 200 売 掛 金 200     買 掛 金 200 支払手形 200 

 

 (2) 

 Ｃ社（振出人）  

    仕訳なし     

 

Ｅ社（指図人）  Ｄ社（名宛人） 

当座預金 200 受取手形 200     支払手形 200 当座預金 200 

 

 

 
トレーニング 問題19 
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４-２ 裏書譲渡・割引 

➊ 裏書譲渡 

手形は、支払期日において当座決済されるが、手形の所持人は支払期日前にその手形の裏面

に記名押印することにより、手形を他人に譲渡することもできる。これを「手形の裏書譲渡」

という。反対に、手形の裏書譲渡を受けた場合は、通常の手形の受け取りと同様に、手形債権

を受取手形勘定で処理することとなる。 

なお、手形は決済手段としての流通性があるため、自らが支払義務を負う手形を受け取るこ

とがある。その場合は、支払手形勘定の取消処理を行うこととなる。 

(1) 裏書時 

(借) ○ ○ ○  ××× (貸) 受 取 手 形  ××× 

 

(2) 約束手形または為替手形の裏書譲渡を受けた場合 

(借) 受 取 手 形  ××× (貸) ○ ○ ○  ××× 

 

(3) 自己が支払義務を負う手形を受け取った場合 

(借) 支 払 手 形  ××× (貸) ○ ○ ○  ××× 

 

 

➋ 割引 

手形は、金融機関に裏書譲渡することにより、裏書譲渡した日から支払期日までの利息（こ

れを「割引料」という。）を差し引かれたうえで、現金化することができる。これを手形の「割

引」という。 

手形の割引を行った場合、手形の権利に対する支配が他に移転するため、手形債権の消滅を

認識しなければならない。なお、譲渡原価である手形の帳簿価額から割引による入金額を差し

引いた額、つまり割引料は手形売却損勘定で処理を行う。 

  

(借) 現 金 預 金  ××× (貸) 受 取 手 形  ××× 

 手 形 売 却 損  ×××     
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   設 例 

１ 裏書譲渡 

(1) Ａ社は、仕入先Ｅ社に対する買掛金100千円の決済として、Ｂ社振出の約束手形100千円を

裏書譲渡した。 

(2) Ｅ社は、Ｂ社に対する未払金100千円の決済として、上記(1)の約束手形を裏書譲渡した。

なお、Ｂ社は、当該債権を未収金として処理している。 

２ 割引 

(1) Ａ社は、Ｂ社振出の約束手形10,000千円を取引銀行で割り引き、割引料100千円を差し引

かれた残額9,900千円を当座預金とした。 

(2) 上記(1)の約束手形が、支払期日に決済された。  

   

解 説（単位：千円） 

１ 裏書譲渡 

 Ａ社 Ｂ社 Ｅ社 

(1) 買 掛 金 100 受取手形 100 仕訳なし 受取手形 100 売 掛 金 100 

(2) 仕訳なし 支払手形 100 未 収 金 100 未 払 金 100 受取手形 100 

 

２ 割引 

(1) 
当 座 預 金  9,900 受 取 手 形  10,000 

手 形 売 却 損  100    

(2) 仕 訳 な し      

 

トレーニング 問題20～問題21 



  

 

22簿記（テキ）1-15／３回②（手形） 

（出力日時）21/6/28 14時19分 （枚数）14 

手形

－52－ CopyrightⒸ TAC Co.,Ltd. All Rights Reserved.



４-３ 小切手の取立と手形の取立 

➊ 他人振出の当座小切手の取立（再掲） 

受け取った他人振出の当座小切手は、現金勘定で処理したのち、銀行に取立依頼を行い、手

形交換所を介して銀行間で決済され取立完了に到る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(1) 受取時 

(借) 現 金  ××× (貸) ○ ○ ○  ××× 

 

(2) 取立依頼時 

(借) 当 座 預 金  ××× (貸) 現 金  ××× 

 

(3) 取立完了時 

 仕 訳 な し       

 

 

 

取引銀行 

（当座預金） 

取引先等 当  社 

取引銀行 

（当座預金） 

(1)小切手受取 

(2)取立依頼 

(3)取立完了 

手
形
交
換
所 
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➋ 手形の取立 

手形の支払呈示期間（支払場所である銀行に手形の支払いを求めることができる期間）は、

支払期日とそれに次ぐ２取引日となるため、通常は、手形の支払期日前に銀行に取立依頼を行

い、手形交換所を介して銀行間で決済され取立完了に到る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 受取時 

(借) 受 取 手 形  ××× (貸) ○ ○ ○  ××× 

 

(2) 取立依頼時 

 仕 訳 な し       

 

(3) 取立完了時 

(借) 当 座 預 金  ××× (貸) 受 取 手 形  ××× 

 

取引銀行 

（当座預金） 

取引先等 当  社 

取引銀行 

（当座預金） 

(1)手形受取 

(2)取立依頼 

(3)取立完了 

手
形
交
換
所 
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設 例 

１ 当期はｘ１年４月１日からｘ２年３月31日の１年間。 

   

２                決算整理前試算表       （単位：千円） 

現 金 預 金 350,000   

受 取 手 形 200,000   

   

３ 決算整理事項 

決算整理前試算表上の受取手形勘定の金額は、決算日前に取引銀行へ取立依頼を行った手

形金額が控除されていることが判明した。銀行へ取立依頼を行った手形の内訳は次のとおり

である。なお、取引銀行より、期日の到来した手形は、全て無事に決済されているとの連絡

を受けている。 

   

管理番号 手形期日 手形金額 

№1234 ⅹ２年３月31日 20,000千円 

№1235 ⅹ２年４月７日 25,000千円 

№1236 ⅹ２年４月15日 15,000千円 

   

解 説（単位：千円） 

１ 管理番号№1234 

 仕 訳 な し ※     

 ※ 取立依頼時に受取手形勘定を減額させた処理は誤りであるが、決算日までに手形期日 

 が到来し、決済されているため、修正仕訳は不要である。 

２ 管理番号№1235及び管理番号№1236 

 受 取 手 形 ※ 40,000 現 金 預 金  40,000 

 ※ 25,000＋15,000＝40,000 

 

３ 決算整理後試算表 

決算整理後試算表 

現 金 預 金 310,000   

受 取 手 形 240,000   
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＜メ  モ＞ 
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研 究 手形の更改 

手形支払人は、資金繰り等の理由で支払期日を延期してもらうため、手形所持人と相談の上、

古い手形を新しい手形に書き換えることがある。これを手形の更改（手形の書換）という。手形

の更改は、不渡手形の発生を回避する目的で実務上利用されることがある。 

なお、手形の更改に伴い、通常、支払期日の延期分に相当する利息の授受が行われるが、こ

の利息の授受については、金銭で直接授受する場合と新手形の額面金額に含める場合とがある。 

１ 利息を金銭で直接授受する場合 

(1) 手形債務者 

(借) 支 払 手 形  ××× (貸) 支 払 手 形  ××× 

(借) 支 払 利 息  ××× (貸) 現 金 預 金  ××× 

   

(2) 手形債権者 

(借) 受 取 手 形  ××× (貸) 受 取 手 形  ××× 

(借) 現 金 預 金  ××× (貸) 受 取 利 息  ××× 

   

２ 利息を新手形の額面金額に含める場合 

(1) 手形債務者 

(借) 支 払 手 形  ××× (貸) 支 払 手 形  ××× 

 支 払 利 息  ×××     

   

(2) 手形債権者 

(借) 受 取 手 形  ××× (貸) 受 取 手 形  ××× 

     受 取 利 息  ××× 
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 設 例 

Ａ社は、振り出した約束手形100,000千円について、手形の所持人である仕入先Ｂ社に対し

支払期日の延期を申し出て了承を得た。 

 

＜ケース１＞ 

支払延期分の利息500千円について、小切手を振り出して支払った場合 

＜ケース２＞ 

支払延期分の利息500千円について、新手形に含めた場合 

   

解 説（単位：千円） 

＜ケース１＞小切手を振り出して支払った場合 

Ａ社 Ｂ社 

支払手形 100,000 支払手形 100,000 受取手形 100,000 受取手形 100,000 

支払利息 500 当座預金 500 現 金 500 受取利息 500 

 

＜ケース２＞新手形に含めた場合 

Ａ社 Ｂ社 

支払手形 100,000 支払手形 100,500 受取手形 100,500 受取手形 100,000 

支払利息 500     受取利息 500 
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研 究 営業外手形・金融手形 

➊ 営業外手形 

有価証券や有形固定資産などの売買により生じた手形債権・手形債務は、商品売買などの主

たる営業取引により生じた手形債権・手形債務とは区別して、営業外受取手形勘定・営業外支

払手形勘定で処理を行う。なお、○○売却受取手形勘定・〇〇購入支払手形勘定などの具体的

な名称を付した勘定により処理することもできる。 

 

➋ 金融手形 

取引先等に対して金銭の貸付を行う場合、借用証書の代わりに手形を利用することがある。

このような手形を金融手形といい、手形貸付金勘定・手形借入金勘定で処理を行う。 
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   設 例 

１ 営業外手形 

Ａ社はＢ社に土地（帳簿価額10,000千円）を30,000千円で売却し、代金はＢ社振出の約束手

形で受け取った。 

 

２ 金融手形 

Ｃ社は、Ｄ社に対して現金50,000千円を貸し付け、借用証書の代わりに同額の約束手形を受

け取った。 

   

解 説（単位：千円） 

１ 営業外手形 

 ＜Ａ 社＞ 

 営 業 外 受 取 手 形  30,000 土 地  10,000 

    土 地 売 却 益  20,000 

 
 ＜Ｂ 社＞ 

 土 地  30,000 営 業 外 支 払 手 形  30,000 

 

 ２ 金融手形 

 ＜Ｃ 社＞ 

 手 形 貸 付 金  50,000 現 金  50,000 

 
 ＜Ｄ 社＞ 

 現 金  50,000 手 形 借 入 金  50,000 

 
トレーニング 問題22～問題24 

 



  

 

22簿記（テキ）1-15／３回②（手形） 

（出力日時）21/6/28 14時19分 （枚数）14 

手形

－60－ CopyrightⒸ TAC Co.,Ltd. All Rights Reserved.



＜メ  モ＞ 
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   テーマ５ 貸倒引当金 簿記一巡

重要度 ★★★ 

 

将来の特定の費用または損失であって、その発生が当期以前の事象に起因し、発生の可

能性が高く、かつ、その金額を合理的に見積もることができる場合には、当期の負担に属

する金額を当期の費用又は損失として引当金に繰り入れ、当該引当金の残高を貸借対照表

の負債の部又は資産の部に記載する。 

貸倒引当金とは、このうち将来における債権の貸倒れに備えて設定する引当金であり、

債権の評価勘定として処理を行う。 

このテーマの学習内容 

テーマ№ 学   習   内   容 基礎マスター 速  修 

５－１ 貸倒引当金の設定手続 №１第３回 №１第３回 

５－２ 貸倒処理 №１第４回 №１第４回 

５－３ 不渡手形 №１第４回 №１第４回 

５－４ 保証債務 №１第４回 №１第４回 

５－５ キャッシュ・フロー見積法 №２第５回 №２第５回 

（注）本テキストでは、日商簿記３級で学習済みの内容には「◎」を、一部学習済みの内

容には「〇」を付している。 
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５-１ 貸倒引当金の設定手続 

➊ 貸倒見積高の算定（〇） 

受取手形、売掛金、貸付金その他の債権の貸借対照表価額は、取得価額から貸倒見積高に基

づいて算定された「貸倒引当金」を控除した金額としなければならない。なお、貸倒引当金の

設定手続は、次に示すとおりである。 

 

(1) 債権の区分 

貸倒見積高の算定にあたっては、債権を債務者の財政状態及び経営成績などに応じて、

「一般債権」、「貸倒懸念債権」及び「破産更生債権等」に区分する。 

 

債権の区分 一般債権 貸倒懸念債権 破産更生債権等 

定   義 経営状態に重大な問題

が生じていない債務者

に対する債権 

経営破綻の状態には至

っていないが、債務の

弁済に重大な問題が生

じているか又は生じる

可能性の高い債務者に

対する債権 

経営破綻又は実質的に

経営破綻に陥っている

債務者に対する債権 

 

(2) 貸倒見積高の算定単位 

貸倒見積高の算定単位には、債権をまとめて算定する「総括引当法」と個々の債権ごとに

算定する「個別引当法」の２つの方法があるが、一般債権は総括引当法、貸倒懸念債権及び

破産更生債権等は個別引当法により貸倒見積高を算定する。 

 

債権の区分 一般債権 貸倒懸念債権 破産更生債権等 

貸倒見積高

の算定単位 
総括引当法 個別引当法 個別引当法 

 

(3) 貸倒見積高の算定方法 

貸倒見積高の算定方法には、「貸倒実績率法」、「財務内容評価法」及び「キャッシュ・フ

ロー見積法」の３つの方法があるが、一般債権は貸倒実績率法、貸倒懸念債権は財務内容評

価法またはキャッシュ・フロー見積法、破産更生債権等は財務内容評価法により貸倒見積高

を算定し、貸倒引当金を設定する。なお、貸倒引当金の会計処理は、各区分の債権とそれに

対応する貸倒引当金ごとに行う。 
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債権の区分 一般債権 貸倒懸念債権 破産更生債権等 

貸倒見積高

の算定方法 
貸倒実績率法 

財務内容評価法 

キャッシュ・フロー見積法 
財務内容評価法 

 

① 貸倒実績率法 

貸倒実績率法とは、一般債権に対する貸倒見積高の算定方法であり、債権の全体又は同

種・同類の債権ごとに過去の貸倒実績率等を乗じて貸倒見積高を算定する。 

ここでの貸倒実績率の算定方法には様々なものが考えられ、当期に適用する貸倒実績率

を過去３算定年度に係る貸倒実績率の平均値とする場合、貸倒実績率の算定方法は、次に

示すとおりとなる。 

貸倒実績率＝ 

  (ｎ)期末の債権額に対する(ｎ＋１)期以後の(ｎ)期発生債権の貸倒損失合計の発生率  

  ＋(ｎ＋１)期末の債権額に対する(ｎ＋２)期以後の(ｎ＋１)期発生債権の貸倒損失合計の発生率  

  ＋(ｎ＋２)期末の債権額に対する(ｎ＋３)期以後の(ｎ＋２)期発生債権の貸倒損失合計の発生率  

÷３ 

 
 

② 財務内容評価法 

財務内容評価法とは、債権金額から担保の処分見込額及び保証による回収見込額を減額

し、その残額について債務者の財政状態及び経営成績を考慮して貸倒見積高を算定する方

法である。 

 
 

③ キャッシュ・フロー見積法（後日学習） 

➋ 会計処理 

貸倒引当金の会計処理は、各区分の債権とそれに対応する貸倒引当金ごとに行い、差額補充

法または洗替法により処理する。 

(1) 差額補充法（◎） 

(借) 貸 倒 引 当 金 繰 入 額  ××× (貸) 貸 倒 引 当 金  ××× 

 

(2) 洗替法 

(借) 貸 倒 引 当 金  ××× (貸) 貸 倒 引 当 金 戻 入 益  ××× 

(借) 貸 倒 引 当 金 繰 入 額  ××× (貸) 貸 倒 引 当 金  ××× 
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設 例 一般債権（貸倒実積率がある場合） 

(1)              決算整理前試算表         (単位：円) 

受 取 手 形 10,000 貸 倒 引 当 金 400 

売 掛 金 20,000   

   

(2) 決算整理前試算表の受取手形及び売掛金はすべて一般債権に該当し、貸倒実績率２％を

乗じて算定した金額を貸倒見積高とする。また、決算整理前試算表の貸倒引当金はすべて

一般債権に係るものである。 

 

＜ケース１＞ 

差額補充法で処理した場合 

＜ケース２＞ 

洗替法で処理した場合 

   

解 説（単位：円） 

＜ケース１＞差額補充法で処理した場合 

 貸 倒 引 当 金 繰 入 額  200 貸 倒 引 当 金 ※ 200 

※ 貸倒見積高：（受取手形10,000＋売掛金20,000）×２％＝600 

繰入額：貸倒見積高600－前T/B 400＝200 

             決算整理後試算表 

受 取 手 形 10,000 貸 倒 引 当 金 600 

売 掛 金 20,000   

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 200   

 

＜ケース２＞洗替法で処理した場合 

 貸 倒 引 当 金  400 貸 倒 引 当 金 戻 入 益  400 

 貸 倒 引 当 金 繰 入 額  600 貸 倒 引 当 金 ※ 600 

※ 貸倒見積高：（受取手形10,000＋売掛金20,000）×２％＝600 

              決算整理後試算表 

受 取 手 形 10,000 貸 倒 引 当 金 600 

売 掛 金 20,000 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 400 

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 600   
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設 例 一般債権（貸倒実積率がない場合） 

(1)              決算整理前試算表         (単位：円) 

受 取 手 形 10,000 貸 倒 引 当 金 400 

売 掛 金 20,000   

   

(2) 決算整理前試算表の受取手形及び売掛金はすべて一般債権に該当し、一般債権の貸倒見

積高は、債権残高に貸倒実績率を乗じて算定する。なお、一般債権の平均回収期間は１年

未満であり、貸倒実績率は次の①～③の平均値とする。また、決算整理前試算表における

貸倒引当金は、すべて一般債権に係るものである。 

① 前々々期末の債権残高に対する前々期の貸倒損失額の割合 

② 前々期末の債権残高に対する前期の貸倒損失額の割合 

③ 前期末の債権残高に対する当期の貸倒損失額の割合 

単位：円 前々々期 前 々 期 前  期 当  期 

債権の期末残高  
(貸倒損失発生額) 

60,000 0 
( 1,440) 

  

債権の期末残高  
(貸倒損失発生額) 

 
70,000 0  

( 1,540) 
 

債権の期末残高  
(貸倒損失発生額) 

  
80,000 0  

( 1,120) 

 

(3) 会計処理は差額補充法により処理する。 

   

解 説（単位：円） 

１ 貸倒実積率の算定 

(1) 前々期・貸倒損失1,440÷前々々期末残高60,000＝0.024 

(2) 前期・貸倒損失1,540÷前々期末残高70,000＝0.022 

(3) 当期・貸倒損失1,120÷前期末残高80,000＝0.014 

(4)｛(1)＋(2)＋(3)｝÷３＝0.02貸倒実績率２％ 

２ 貸倒引当金の繰入 

 貸 倒 引 当 金 繰 入 額  200 貸 倒 引 当 金 ※ 200 

※ 貸倒見積高：（受取手形10,000＋売掛金20,000）×２％＝600 

繰入額：貸倒見積高600－前T/B 400＝200 

             決算整理後試算表 

受 取 手 形 10,000 貸 倒 引 当 金 600 

売 掛 金 20,000   

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 200   
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設 例 貸倒懸念債権 

(1)              決算整理前試算表         (単位：円) 

受 取 手 形 15,000 貸 倒 引 当 金 400 

売 掛 金 30,000   

   

(2) 決算整理前試算表の金銭債権のうち、受取手形5,000円及び売掛金10,000円はＡ社に対する

債権であり、貸倒懸念債権に該当する。貸倒懸念債権については、担保処分見込額5,000円を

控除した残額の50％相当額を貸倒見積高として貸倒引当金を計上する。 

(3) 決算整理前試算表の金銭債権のうち、上記(2)以外のものはすべて一般債権に該当し、貸倒

実績率２％を乗じて算定した金額を貸倒見積高とする。なお、会計処理は差額補充法により

行う。また、決算整理前試算表の貸倒引当金はすべて一般債権に係るものである。 

   

解 説（単位：円） 

１ 貸倒懸念債権 

 貸 倒 引 当 金 繰 入 額  5,000 貸 倒 引 当 金 ※ 5,000 

※（受取手形5,000＋売掛金10,000－担保5,000）×50％＝5,000 

２ 一般債権 

 貸 倒 引 当 金 繰 入 額  200 貸 倒 引 当 金 ※ 200 

※ 貸倒見積高：(1) 受取手形15,000－懸念5,000＝10,000 

        (2) 売掛金30,000－懸念10,000＝20,000 

        (3)（(1)＋(2)）×２％＝600 

  繰入額：貸倒見積高600－前T/B 400＝200 

              決算整理後試算表 

受 取 手 形 15,000 貸 倒 引 当 金 5,600 

売 掛 金 30,000   

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 5,200   
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

設 例 破産更生債権等 

(1)              決算整理前試算表         (単位：円) 

受 取 手 形 15,000 貸 倒 引 当 金 400 

売 掛 金 30,000   

   

(2) 決算整理前試算表の金銭債権のうち、受取手形5,000円及び売掛金10,000円はＢ社に対する

債権であり、破産更生債権等に該当する。破産更生債権等については、破産更生債権等勘定

への振替処理を行うとともに、担保処分見込額5,000円を控除した残額の100％相当額を貸倒

見積高として貸倒引当金を計上する。 

(3) 決算整理前試算表の金銭債権のうち、上記(2)以外のものはすべて一般債権に該当し、貸倒

実績率２％を乗じて算定した金額を貸倒見積高とする。なお、会計処理は差額補充法により

行う。また、決算整理前試算表の貸倒引当金はすべて一般債権に係るものである。 

   

解 説（単位：円） 

１ 破産更生債権等 

 (1) 破産更生債権等勘定への振替 

 破 産 更 生 債 権 等  15,000 受 取 手 形  5,000 

    売 掛 金  10,000 

 (2) 貸倒引当金の計上 

 貸 倒 引 当 金 繰 入 額  10,000 貸 倒 引 当 金 ※ 10,000 

※（15,000－担保5,000）×100％＝10,000 

２ 一般債権 

 貸 倒 引 当 金 繰 入 額  200 貸 倒 引 当 金 ※ 200 

※ 貸倒見積高：(1) 受取手形15,000－破産5,000＝10,000 

        (2) 売掛金30,000－破産10,000＝20,000 

        (3)（(1)＋(2)）×２％＝600 

  繰入額：貸倒見積高600－前T/B 400＝200 

              決算整理後試算表 

受 取 手 形 10,000 貸 倒 引 当 金 10,600 

売 掛 金 20,000   

破 産 更 生 債 権 等 15,000   

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 10,200   

   

トレーニング 問題25～問題26 


